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平成28年4月 1日現在

定額部分(1)+報 酬比例部分(2)+加 給年金額(3)
(1)定額部分
1,626円 ×生年月日に応じた率×被保険者期間の月数

(2)幸隈酬上ヒ″JttБ分
報酬比例部分の年金額は、①の式によつて算出した額
(①の式によつて算出した額が②の式によって算出した額を下回る場合には、②の式によつて算出した額)

1尊酬層垂×(器 ～器 )×

生年月日に応 じた率

藁讀裏×(一端ト ー端卜 )×

生年月日に応 じた率

②報Ell比例部分の年金額(物価スライド特例水準)

1章認層贔×(器 ～器 )×

生年月日に応 じた率

章湧曇×〔 )×  看墳晨暑よ昌傍賃象

平成 15年 3月 までの

被保険者期間の月数  +

群醒酪雅毅 |

平成15年3月 までの

被保険者期間の月数  +

(3)加給年金額(定額部分が加算される場合に限る)
厚生年金保険の被保険者期間IJN20年以上または40歳 (女性の場合は35歳 )以降15年ある者が、定額
部分支給開始年齢に達した時点で、その者に生計を維持されている一定の対象者IJいる場合に支給。

(65歳未満、昭和]6年4月 2日以降生まれ)
老齢基礎年金の支給要件を満たしていること。

厚生年金保険の被保険者期間が、1年以上
あること。

(65歳以上、昭和16年4月 2日以降生まれ)
老齢基礎年金の支給要件を満たしていること。
厚生年金保険の被保険者期 FBB IJN lか 月以
上あること。

報酬比例年金額(ア )+加給年金額(イ )

(ア ) 報酬比例年金額 60歳～64歳の報酬比例部分(2)と 同じ。

(イ ) 加綸年金額 60歳～64歳の加給年金額(3)と 同じ。

加入期FB5中に初めて医師の診療を受けた傷
病による障害。ただし、障害基礎年金の支給
要件を満たしている者であること。

【]級】    (報酬比例の年金額)× 125+配偶者の加給年金額(224,500円 )
【2級】    (報 酬比例の年金額)+配偶者の加給年金額(224500円 )
【3級】    (報酬比例の年金額)※最低保障額 585100円
【障害手当金】 平均標準報酬額×給付乗率×被保険者期間月数×200/100

最低保障額:]170200円

①被保険者が死亡したとき、または被保険
者期間中の傷病がもとで初診の日から5年
以内に死亡したとき。(ただし、遺族基礎年
金と同様、死亡した者について、保険料納付
期PB5(保険料免除期間を含む。)が国民年金
加入期間の3分の2以上あること。)

②老齢厚生年金の資格期間を満たした者が
死亡したとき。

③ l級 2級の障害厚生年金を受けられる
者が死亡したとき。

妻、子、孫(18歳至」達年度の年度末を経過していない者または20歳未満で障害年金の障害等級1 2
級の者)、 55歳以上の夫、父母、祖父母(60歳から支給)

報酬比例の年金額
報酬比例部分の年金額は、①の式によつて算出した額。
(①の式によつて算出した額IJN②の式によつて算出した額を下回る場合には、②の式によつて算出し
た額が報酬比例部分の年金額になる。)

①報酬比例部分の年金額

1平均標準報酬月額×   7125    × 柔模贋誓配昌房脅製 +
平均標準報酬額×十  

×
 盾置議習乱昌楊脅毅 |× →ト

②報酬1比例部分の年金額(物価スライド特例水準)

1平均標準報酬月額×(¬浩&「～¬そ&デ )× 紳贋誓覗呂房脅毅+

平均標準報酬額×
(イ活:肇～fで3許 )× 群贋誓葛昌樹鶴 |

×  再評価率    ×   スライ ド率   ×

日本国籍を有しない者が厚生年金に加入
し、年金の受給権を得ないまま帰国した場
合、2年以内に請求。(厚生年金の保険料を
納めた月数が6月以上必要)

平均標準報酬額×支給率 1(保険料率×]/2)×被保険者期間月数に応じた月数 |
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